
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“成長は無限大”を信じ、コロナに負けず、

夢、希望、目標を膨らませよう！ 

最大最高の努力で、進路実現という 

大輪の花を咲かせ卒業を手にしよう！ 

令和３年度 置賜農業高校 ３学年だより  ＮＯ．２ 

発行年月日 ２０２１.７.７  チーム第３学年 

 
 

 

 

３年の生徒のみなさんへ 

                          進路指導部長 木村征子 

今年も続くコロナウィルスの影響は、みなさんの進路決定に大きく影響していま 

す。オープンキャンパスや企業見学も思うようにいかず、様々な制限のある中決め 

なくてはいけない。そんな時期になりました。いつもなら企業や学校の方が来校さ 

れ、今年度のオープンキャンパスの案内や、求人情報を持ってきてくださり、得ら 

れた情報を皆さんにお伝えできるのですが、まだコロナが無かったころのようには 

行きません。しかし、今できる事を粛々と進めて行くしかありません。期日は迫っています。先日の学年集会の

時にも話ましたが、自分の進む道は、自分で考え、決定しなければなりません。下調べをし、本当に自分が進む

道がそれでいいのか何度も自分に問いかけて決めるのです。「覚悟」が必要になります。うまくいかなかったり

思うようにならない時、その「覚悟」が踏ん張れるか、諦めるかの選択に大きく影響する。親に言われたから、

先生に薦められたからとなれば、その自分の選んだ道を安易にあきらめるでしょう。でも、自分でそうなりたい！

と思って選択すれば、どんなに辛くても乗り越えて行こう！と前向きな考え方になると思う。今までは、周りの

みんなと同じことをやっていれば心配なかったかもしれない。でも、今みんなが居る場所は同じじゃない。必要

な書類も試験内容も違う。同じ学校に進む人が居れば、その人はライバルになる。親や先生がやってくれたこと

も、すべて自分でやらなければなりません。その準備はできていますか？覚悟はできていますか？ 

 卒業した先輩たちが、働いて 3 ヶ月経った感想を送ってきてくれています。世の中の厳しさや、自分の出来な

さを悔しく思い、「もっと頑張ればよかった・・・」と後悔している人もいます。「自分で挨拶や礼儀できてると

思っていたけど、社会にでたらそれは必要以上に大事なこととわかった」としみじみ感じているようです。「漢

字もっと読めるように」とか、「敬語使えるように」とか、「先生に対しての話し方をしっかりできるようにしま

しょう」など、社会人になったからこそ痛感する言葉がたくさん書かれていました。進学した先輩方は、自分が

勉強したいことを毎日できるから、とても楽しい！とても充実してます！という先輩がいる反面、普通科の学校

出身の生徒との「差」を感じている人もいます。高校で習っていないことがたく 

さんあって、調べても調べてもわからないことが多すぎて時間がいくらあっても 

足りない。進級できないかもしれない・・・と。置農で、朝や放課後毎日勉強し 

てても、普通高校の人には敵わないと思うほど苦労しています。進学するってそ 

ういう事なんです。その現実を皆さんは受け止められますか？強い想いが自分の 

支えになるのです。自分の叶えたい夢のために、努力し乗り越えていけますか？ 

今、もう一度自分の進む道を考えましょう！そして、「よし！」と決めたら迷わ 

ず進んでいきましょう！そういう人たちの応援をしたい！一緒に頑張りたいと思 

っています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【やる気スイッチどこにある？】    ３学年主任 菅間 裕一 

「やる気スイッチ～君のは、どこにあるんだろう～♪」 

「見つけてあげるよ～君だけのやる気スイッチ～♪」 

これは、以前ある個別指導学習塾のＣＭで流れていたフレーズです。「やる気スイッチ」 

は、何処にあるのでしょう。これは、「これはまずいぞ。自分に厳しくしなくては。」と 

気付いて、大人になるために自分で押すこころのスイッチのことです。だからこそＣＭ 

では見つけてあげるとは言っていますが、押してあげるとは言っていません。あくまで 

も、押すのは自分自身です。この「やる気スイッチ」を押したら自分の責任で、他人のせいにはできません。子ど

もは、上手くいかなかったり出来なかったりしたときには人のせいにします。大人は、どんな結果になったとして

も自分で受け止めます。 

まだ、やる気スイッチを押していない人はいませんか～？ いつ押すの？ 今でしょ！ 

【進路決定までの流れ】・・・受験には学業・服装・生活の推薦が必須！！                     

《就職内定までの流れ》・・・企業応募から内定まで「就職戦線はスタートした」 

７月初旬   求人票公開・・・希望する企業を選び、求人票のコピーを持ち帰り家族と相談、１～２社に絞る 

７月上旬   求人票のコピー提出・・・希望する企業の求人票コピーを担任に提出 

７月１５日（クラスマッチの日）・・・事業所見学希望願提出・・・企業見学のアポイントを取る電話を掛ける（進路室） 

７月下旬～８月上旬  事業所見学・・・事業所見学報告書提出・・・応募する企業の決定（再度の場合は繰り返す） 

８月上旬～中旬  三者面談・・・応募する企業の最終決定 就職推薦願（誓約書） 提出 

夏休み中・・・履歴書下書き完成・・・時間をかけて志望動機を考え、履歴書の下書きを完成させる 

８月１７日・・・進路検討委員会（校内選考）・・・校内選考の結果ＯＫの人は履歴書作成へ、 

再検討必要な人は、企業選び直し 

８月下旬・・・提出書類の作成・提出・回覧・・・履歴書の下書き・証明書発行願 

９月１日・・・書類完成・・・履歴書書き直し・清書提出 ※期限厳守 

９月５日・・・応募開始・・・履歴書が完成した人から、面接練習の仕上げ 

９月１６日・・・就職試験開始・・・受験報告書提出（問題のコピーも提出を） 

９月下旬～・・・結果通知・・・内定者は礼状作成と先生方への御礼挨拶まわり、不合格者はもう一度企業選び 

  ※正式な書類はすべてペン書きです。   ※自分の印鑑を７月まで準備しましょう。 

  ※試験の際は革靴やローファーを履くのが常識ですので、早めに準備しましょう。   

《進学への道》・・・入試試験制度を調べ、準備と努力を早く万全に進める！ 

１．国公立大学（一般選抜）・・・「大学入学共通テスト」（一次試験）を受験し、大学独自の二次試験を受験する。 

  １０月上旬「大学入学共通テスト」受験手続・・・１月中旬受験・自己採点・大学出願手続・・・２月下旬～二次試験 

２．国公立大学（推薦入試）・・・合格にはオール５に近い評定が必要、部活や農クなどで実績を残すことが必須。 

  総合型選抜（旧ＡＯ入試）・・・出願：９月１５日以降・・・試験：１０月中旬～１１月中旬 

  学校推薦型選抜・・・出願：１１月１日以降・・・試験：１１月中旬から１２月中旬 

３．私立大学・・・入試形態は多種多様、資料やＨＰで確認、受験料や学費が高い、面接含めた試験準備を万全に 

  総合型選抜（Ⅰ期・Ⅱ期・スポーツ文化）、学校推薦型選抜（高大連携・専門課程・公募制等）、一般選抜、その他 

４．短期大学・大学校・・・短大は「指定校制」「一般推薦」「自己推薦」など、大学校は学校推薦型選抜が多い 

５．専門学校・・・看護医療系を除けば比較的入試は易しいが、就職率や学費免除制度など複数の学校比べる 

 

 


